
















× O ○ ○ ○ O × × × ○ ○ × ??? ×
41 日　抄徐　暁 1615明末
??? ○ ??? ○ ○ ○ O × ○ × × ○ ??? ?? ○
42解　荘陶望齢 1615明末 × × × × O ??7 O × × × O × ×
???
×
43集　註播基慶 1620明末 ○ ○
??? ○ ○ ???
0
○ × ○ × ○ ○ ???
1
× ×
44 分章句解陳栄選 1620明末 × ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × × ×
45内篇註釈徳清 1621明末 × × × × O ○ ○ × ○ × × ○ × ○ ×
46蒼　解郭良翰 1626明末 ○ ○
???
× ○ ○ ○ × ○ × × ○ × ○ ×
47真経本義陳治安 1632明末 ○ ○ ○
???
○ ○ × × × × ○ ○ × ○ ×
48南華真経謳元春 1635明末 ○ ○
???
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平木真快
　　　　読点の打ち方及び圏点は，原文と同じ。
　凡例に拠って，清康煕2年刊原本の体例を推測してみるに，それは読者の
便利を殆ど考慮していない代物であったと思われる。すなわち，凡例でいう
所の「小圏」「重圏」「黒圏」「密圏」「密点」「横裁」「曲裁」はなく，
また，音注も「冠於編首」であった為，検閲は煩しかったに違いない。
　改訂本は改行なし，蹟もなし。
　55：1665年，頭書荘子、、，菅玄同・熊谷立設※，，拠日本寛文5年（1665年）
刊※3・平木真快私蔵本。
　※1：〔頭書荘子〕，表紙には「頭書荘子」という。目次には「荘子慮斎
口義」という。厳霊峰は，菅玄同版を「頭書荘子」といい，熊谷立設版を
「頭書荘子口義」といっているが，この二つは異名同一書籍である。筆者は，
今暫くは，表紙に従って，「頭書荘子」を書名とする。
　※2：〔菅玄同・熊谷立設〕，撰者は玄同と立設の2人であろう。厳霊峰
はいう：
　未著撰人姓名。按：「倭版書籍考」有「菅徳庵・熊谷立設両家頭書荘子」
　又「目録大成」亦載熊谷立設「荘子口義頭書十巻」，当即此書。　（見厳
　著荘子知見書目・中編250頁）
　本書は「頭書荘子」と称するだけであって，頭注部分の記載は（各家の引
用が殆どではあるが），極めて豊富である。その中に，「玄同」あるいは
「設」といった人名が散見する。これを頁順に詳しく考察すると，計10巻の
内訳は如下：
　巻1：
　　　1　玄同謹按云
　　　2　玄同案
　　　3　余按
　　　4　按云
　　　5　按
　　　6　余謹按云
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荘子注釈書体例考《其の4》
　　　　7　謹按
　「玄同」とは「菅玄同」の謂であろう。最初は「玄同謹按云」と丁寧に述
べているが，注釈の書き出し部分は次第に省略される。すなわち，2番目は
「謹」を省き，3番名は「玄同」の代りに代名詞「余」を用い，4番目は代
名詞さえも省く。
　巻1の注釈書は，「菅玄同」と認定してよいであろう。
　　巻2：
　　　　1　設謹案
　　　　2　設案
　　　　3　設謹案
　　　4　玄云
　　　　5　按
　「設」とは「熊谷立設」の謂であろう。4番目の「玄云」は，立設が玄同
の言を引用したことを示している。例如：
　循本云
　易説卦日
引用語には「云」あるいは「日」を用いるのが通例である。
　巻2の注釈は，「熊谷立設」1人の手に成ったものと認定してよいであろ
うQ
　巻3：
　　　　1　玄云
　「玄云」の2字が随処に見られる。立設の按文はないが，注釈者は巻2以
後，変動していないと判断してよかろう。
　　巻4：
　　　　1　案云
　「案云」の主語は，これ迄の流れから判断して，「立設」とするのが妥当
であろう。
　巻4には，「玄同」という名の由来を暗示する注が何気なく記載されてい
　　　　　　　　　　　　　一153一
平木　真快
る。すなわち，外篇眩筐第十の原文「天下之徳始玄同臭」の「玄同」の条を，
立設は次のように注釈する：
　　玄同二字，出老子。言，同玄徳也。　（巻4第6葉右頁頭注参照〉
　因みに，玄同の字は「子徳」，通称は「徳庵」である。「同玄徳」と符合
するのは偶然であろうか。
　立設は，恐らくは彼の先輩か師に相当するであろう所の玄同になり代って，
名の由来を注釈に紛れて密かに述べたという訳である。巻1には迫遙遊篇と
斉物論篇が収められている。荘子書の最重要部分といってよい。立設は玄同
の顔を立てて，巻1の注釈は，玄同に譲ったのではなかろうか。また，巻1
の私注が「玄同謹按云」で始まるのに対して，巻2は「設謹案」という語で
書き出されている。これも，立設が玄同の顔を立てて，敢て「立設」とはせ
ずに，1字欠落して「設」としたのではあるまいか。（※全巻，「立設」と
いう語は見当らない）
　こう考えてみると，玄同と立設の関係は，強いて上下を論ずるならば，玄
同が上位・立設は下位といえそうである。
　　巻5：
　　　　1　設謹案云
　　　　2　按
　　　　3謹案云
　　巻6：
　　　　1　設案云
?????? ??? 設謹案云
設謹按云
設謹按
墾案
（※なし）
1　設案云
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荘子注釈書体例考《其の4》
　　巻9：
　　　　1　設案云
　　巻10：　（※なし）
　以上の考察から，巻1の注釈者は「菅玄同」，巻2以下の注釈者は「熊谷
立設」と認定することができると思う。
　※3：〔寛文5年刊〕，厳霊峰は，熊谷立設の頭書荘子口義の成書年次を
1655年とし，出版は：
　　承応間刊本
　　　　　　　　　ママ　　寛文五年，風月庄右衛門刊本
としている。1丞座（1652－165年）4年力㍉一丞座の最終年なので，1655年を成
書年次に当てたのであろう。筆者蔵本は，奥書に依れば：
　　寛文五乙已歳孟秋吉祥日，風月庄左衛門開版
と記されている。
　本書は：
　　1：序
　　2：目次
　　3：本文
　　4：践
　　5：付録
より成る。以下，説明する。
　※1：〔序〕は：
　　　　①仮題「南華真経口義林同序」・林同・宋景定辛酉（1261年）
　　　　②荘子慮斎口義発題・林希逸・（※著作年不明）
　　　　③穆陵震翰・宋理宗・（※頭注にいう：「穆陵，宋理宗之廟号也。
　　　　　衰翰則天子之御冊也」。宋理宗が林希逸に与えた書翰である。年
　　　　　次は不明）
　　　　を載せる。①は他叙，②は自序，③は天子の褒状。
　※2：〔目次〕は，ここでは目録という。計10巻に分ける。
　　　　　　　　　　　　　　一155一
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　※3：〔本文〕は：
　　　　①：篇名
　　　　②：篇旨
　　　　③：原文（頭注を含む）
　　　　より成る。
　　　　①《篇名》は，例如「内篇迫遙遊第一」，以下同例。
　　　　②《篇旨》は，1字下げあり。内篇は篇旨あり。外雑篇は篇旨なし。
　　　　③《原文》は，大段落毎に区切り，大段落末尾に注釈を一括して載
　　　　　せる。注釈は1字下げなし。頭注は，序・目次・篇旨・原文・注
　　　　　釈・蹟全てに付す。音注及び段落表示は頭注に含まれる。本書は
　　　　　全文にわたって句読点なし，圏点もなし。また，付録以外は全文
　　　　　に訓点を施す。厳霊峰はいう：
　　　　　　漢文著述，以林希逸「荘子口義」為底本。……加日文標点眉評，
　　　　　　大抵採陳諮典所輯「荘子三註大全」各家説。　（見厳著荘子知見
　　　　　　書目・中編250頁）
　　　　　頭注は，儒仏道各家の説を多く引く。仏典は例如：
　　　　　　「金剛経」・「法華経」・「臨済録」・「円覚経」・「榜厳経」
　　　　　　・「法宝壇経」・「信心銘」・「維摩経」・「華厳経」等。
　※4：〔蹟〕は：
　　　　①荘子後序・林経徳・景定改元（1260年）
　　　　②仮題「南華真経口義徐森景蹟」・徐森景・景定辛酉（1261年）
　　　　を載せる。
　※5：〔イ寸録〕は：
　　　　①荘子十論・李士表
　　　　を載せる。
　本書は，全文改行なし。
　56：1669年，荘子解，王夫之撰・王敷増註，拠清同治4年（1865年）湘郷
曽氏金陵節署重刊本影印測。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荘子注釈書体例考《其の4》
　※1：〔同治4年重刊本〕，厳霊峰はいう：
　在「船山遺書」内（※船山遺書40）。
　清道光二十二年衡陽王世佳刊本（※1組2年）。
　清道光二十二年新化都顕鶴長沙刊本。
　清成豊湘潭刊本（※1851年一1861年）。
　清同治四年湘郷曽氏金陵節署重刊本（※1865年）。
　　（見荘子知見書目・中編149－150頁）。
　馬森はいう：
　成豊間湘潭原刻本，在船山遺書中。　（見荘子書録）
　厳雲峰に依れば，同治4年重刊本（1865年）は，原刊本（1669年）以来約
200年の歳月を経た後に公刊されたものとわかる。筆者としては，それが原
刊本の翻刻本であることを願うが，長い歳月の間，どのような改訂がなされ
たかについては不明である。不本意ながら，重刊本に拠って其の体例を考察
する。
　本書は：
　　1：序
　　2：目次
　　3：本文
より成る。以下，説明する。
　※1：〔序〕は：
　　　①序・王天泰・康煕年問（1662年一1722年）
　　　②序・董思凝・康煕己丑（康煕48年・1709年）
　　　を載せる。
　※2：〔目次〕は，ここでは「荘子解目録」という。例如「巻一遣遙遊」，
　　　以下同例。
　※3：〔本文〕は：
　　　①：篇名
　　　②：篇旨
一157一
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　　　　③：原文（小注・評釈を含む）
　　　　より成る。
　　　　①《篇名》は，例如「内篇迫遙遊」，番号なし，以下剛列。
　　　　②《篇旨》は，原文より1字下げの位置に，原文と同じ大きさの文
　　　　　字で記す。
　　　　　　内篇は，内篇篇旨なし。
　　　　　　外篇は，外篇篇旨あり。
　　　　　　雑篇は，雑篇篇旨あり。
　　　　　各篇の篇旨は，「巻26外物」「巻28譲王」「巻29盗距」「巻30説
　　　　　剣」「巻31漁父」以外は全部ある。雑篇篇旨に上記各篇の篇旨を
　　　　　削除した理由を記していう：
　　　　　　若譲王以下四篇，自蘇子謄以来，人弁其為贋作……故倶不釈。
　　　　③《原文》部分は，原文・小注・評釈より成る。
　　　　　　原文：大段落毎に区切る。
　　　　　　小注：小文字2行。音注は小注内に混ぜて述べる。王激の増註
　　　　　分は，文頭に〔増注〕と冠してから述べる。
　　　　　　評釈：原文大段落末尾に〔璽亘⊃と冠してから，原文より1字下
　　　　　げの位置に，原文と同じ大きさの文字で記す。
　本書は全体に句読点なし。文頭の改行なし。圏点なし。
　57：1669年，荘子通，王夫之，拠清同治4年（1865年）湘郷曽氏金陵節署
重刊本影印※1。
　※1：〔同治4年重刊本〕，厳霊峰はいう：
　　在「船山遺書」内（※船山遺書41）。
　　清道光二十二年長沙刊本（※1842年）。
　　清同治四年金陵節署刊本（※1865年）。
　　（見荘子知見書目・中編150頁）
　本書は：
　　1：序
一158一
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　2：目次
　3：本文
より成る。以下，説明する。
※1：〔序〕は，「叙」と題してから，「己未春避兵……」と文が続く。
　　前掲の「荘子解」の序2篇が，敦れも康煕年間のものであったこと
　　を手掛りとして考量するに，己未は康煕己未・18年（1679年）を指
　　　していることはまちがいない。叙にいう＝
　　　南嶽売墓翁自叙
　　南嶽の売墓翁とは，王夫之の別称。
※2：〔目次〕は，「荘子通目次」という。例如「迫遙遊」，以下同例。
　　巻数・篇数なし。
※3：〔本文〕は，篇名・篇旨より成る。篇名・篇旨ともに文字の大きさ
　　は同じ。篇名は篇旨より2字下げの位置にある。原文・小注・音注
　　ともになし。文頭の改行・句読点・圏点もともになし。
　　　「譲王」「盗距」「説剣」「漁父」を削除する。これは前掲の
　　　「荘子解」と符合する。
　　　また，　「徐無鬼」「寓言」「列禦冠」は，僅かに篇名を記すだけ
　　で篇旨はない。
　　　馬森はいう：
　　　是書，乃全以己見論説各篇義旨者。　（見荘子書録）
補記：王夫之，号喜斎。張献忠陥衡州，招夫之。走匿南嶽。賊執其父為質，
　　夫之引刀自刺肢体。　（見「中国人名大辞典」・台湾商務印書館・81
　　頁）
58：1670年，荘子之学，馬騙，拠清康煕9年（1670年）刊本影印。
本書は「繹史」巻112内「列荘之学」上下に収録されている。筆者蔵本は，
初版本の影印である。厳霊峰はいう：
　節録荘子原文，首加史記「荘子伝」，篇末梢引「説苑」等書作注。
　（見厳著荘子知見書目・中編151頁〉
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本書は，自序・他叙・目次・蹟ともになし。本書は：
　　1：史記「荘子列伝」前半
　　2：原文
　　3：史記「荘子列伝」後半
　　4：原文
より成る。以下，説明する。
　※1：〔史記「荘子列伝」前半〕は，冒頭から「故自王公大人不能器之」
　　　　まで，原文のみ再録する。
　※2：〔原文〕は，計33篇を順次配列するという常識には拘泥せず，内篇
　　　の各篇を主軸にし，関連すると思われる外雑篇を付録するという配
　　　置転換を試みている。この方式は，本稿NQ43，1620年，藩基慶著南
　　　華経集註の本文とほぼ同じである。但し，その分量は，殆どが抄録。
　　　　また，その内容は，原文をそのまま再録しただけで，注釈は極めて
　　　少ない。内訳は，以下の如し。　（内篇は内，外篇は外，雑篇は雑と
　　　簡称する）
　　　①迫遙遊（内）
　　至楽（外）
②斉物論（内）
　　秋水（外）
③養生主（内）
　　達生（外）
④人問世（内）
　　山木（外）
⑤徳充符（内）
，外物（雑） ，繕性（外）。
，寓言（雑）。
，刻意（外）。
，天地（外），
　　知北遊（外）
⑥大宗師（内）
　　騨揖（外），
⑦応帝王（内）
康桑楚（雑）。
列御冠（雑）。
徐無鬼（雑），則陽（雑）。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荘子注釈書体例考《其の4》
　　　　　天運（外〉，馬蹄（外），肱筐（外〉，天下（雑），説剣（雑）。
　　　天下篇末尾に小文字2行の小注を付す。
※3：〔史記「荘子列伝」後半〕は，「楚威王聞荘周賢」から最終まで，
　　　原文のみ再録する。
※4：〔原文〕は，荘子の事跡に関するエピソード（計5件）を，外雑篇
　　　の中から再録する。
　　　①荘子釣於漢水の段（秋水篇・外）。
　　　②或聰於荘子の段（列御冠篇・雑）。
　　　③荘子衣大衣の段（山木篇・外）。
　　　④荘周家貧の段（外物篇・雑）。
　　　⑤荘子将死の段（列御冠篇・雑）。
　　　以上は小文字2行の小注を付す。
本書は，音注・文頭の改行・句読点・圏点・篇旨等いずれもなし。
圃　拙著・「荘子注釈書体例考《其の3》」の誤植を以下の如く訂正す
　　　る。
　　　　83頁「体例一覧表」最上段自左第14行「続点」を「読点」に，ま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　た，同表自上第4段・No26の「蕉拡」を「焦鉱」に訂正する。
1993－04－29，《其の4》浄書，待続。
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